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アイヌ語の名詞抱合における-ta について 
 
小林 美紀 
 
１．はじめに 
アイヌ語動詞は基本形に接頭要素や接尾要素が接合することによって構成されている。
こういった要素は結合価との関連からみれば、動詞の結合価を一つ増やすもの、動詞の結合
価を一つ減らすもの、動詞の結合価を増減させないものの三種類に分けられる。本稿ではア
イヌ語動詞中に現われる要素-ta を取り上げ、この-ta が動詞の結合価を一つ増やす働きを
するものであることを指摘する。そして、この-ta とともに名詞が抱合される場合、付加語
を抱合する構造と主語を抱合する構造の二種類があることを指摘する。 
 
２．動詞中に現われる-ta の例 
 アイヌ語動詞中に-ta が現われる際に、その動詞の基本形は二項動詞である場合と一項
動詞である場合が観察される。なお、どちらの場合も確認される語数は、現在のところわ
ずかである。そのため、本稿では方言を限定せずに文献から用例を収集した。 
 動詞の基本形が二項動詞である例は次の例文(1)の maktaanu が確認される1。 
 
(1) ne hi anak a=maktaanu. 
 その こと は 4.S=～を奥に置く 
   そのことはどうでもいい。 
[田村 1984:14] 
 
この語は田村(1996)にも掲載されている語である。田村(1996)は語構成または語源の推定
を「これは学術的な研究成果ではなく、仮に推測したものであり、確かな根拠はない。し
かし、学習の助けになると考えるので、なるべく分解を試みた」(p.ⅱ)とした上で記載し
ている。この点は留意しなければならないが、その上で参照すると maktaanu については
mak-ta-anu [奥・に・置く]のような語構成を持つものとして示され、「…を重要なことと
しない」という訳が与えられている(p.377)。本稿で取り上げる-ta に関しては「～に」と
されており、前の位置名詞 mak「奥」を受ける要素として推測されているものと考えられ
る。 
こうした「位置名詞-ta」という要素が動詞中に取り込まれる例は限られており、次のよ
うな分析的な形として現れる方がより一般的であるといえる。 
 
                                                   
1用例の表記、グロス、訳は引用文献を参考に、引用者が行った。また、人称接辞はイコールで区切って
表記した。 
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(2) ne suwop apunno, a=ranke sirka ta a=anu 
 その 箱 静かに 4.S=～を下ろす 地面 ～に 4.S=～を置く 
 ranke a=anu ranke ayne 
 反復 4.S=～を置く 反復 あげく 
   私はその箱を静かに下ろして、地面にどんどん置いたあげく 
                                 [田村 1989:78] 
 
上記の用例において位置名詞の後ろに現れる ta は場所をとる格助詞である。「位置名詞-
ta」という要素が動詞中に取り込まれる例と、上記のような分析的な形を並行して考える
と、語中に現れる-ta は格助詞の ta との関連性が強く推測される。また、田村(1996)で示
されている maktaanu という語の語構成または語源の推定において、ta に「に」という解
釈が与えられていることから、田村(1996)で示されている分析においても格助詞の ta との
関連性が想定されている可能性も考えられる。こうした「位置名詞-ta」という要素は動詞
中に取り込まれると副詞的に機能する。そのため、この現象は二項動詞の場合にのみ限定
されるとは考えにくいが、一項動詞において明確にこれに該当するという例は確認できな
かった2。 
動詞の基本形が一項動詞であるものは次のような例が確認される(なお、表 1 も参照)3。 
 
(3) ku=poppetaasin 
 1SG.S=汗をかく 
   私は汗をかいた。 
                                [田村 1996：544] 
 
(4) k=enontapus kor k=e rusuy kor 
 1SG.S=よだれをたらす ながら 1SG.S=～を食べる したい ながら 
 k=an wa. 
 1SG.S=いる よ 
   私はよだれをたらしながら食べたくているよ。 
                                 [中川 1995:94] 
 
                                                   
2 例えば以下のような語が確認されるが、mak ta は分析的な形であるのか、語中に取り込まれているのか
を形態的に明確に区別することはできない。 
mak ta terke=an 私は奥に駆け込んだ。 
奥 ～に 跳ぶ=4.S                               [久保寺 1977:137] 
3 表中の解釈は筆者がつけたものである。出典を参考にしたが、出典に示されている解釈と異なるものも
ある。 
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なお、動詞の基本形が一項動詞である例に出現する-ta に関して田村(1996)は不明な要素と
して扱っている。例えば、(4)の enontapus「よだれをたらす」は e-non-ta-pus [その頭/
顔・つば・(?)・はじける]のような語構成として推定されるものとして示され、-ta に関し
ては「(?)」としている。同様に(3)poppetaasin「汗をかく」の-ta についても「(?)」とし
ている。一方、知里(1975)は(3)の poppetasin という語中の-ta について「に於いて」とい
う解釈を与えている(p.612)。この解釈からはこの-ta について格助詞の ta との関連性が想
定されていた可能性も推測される。ただし、enontapus のように語頭に接頭辞が接頭する
動詞に出現する-ta に関しては「こそ、強意辞」としており(p.265)、この二つは異なる要
素として扱っているように読み取れる。また、enontapus 全体の構造についても「e (そこ
に於て, 次に来る non を受ける), non (よだれ), ta (こそ, 強意辞), e-non-ta (よだれ・に於
て・こそ), pus (どっと出る)」(p.265)とし、語頭の e-を動詞の結合価を一つ増やす働きの
接頭辞として解釈しているが、この働きをする接頭辞は前に来る名詞をうけるものであ
り、後ろに来る名詞を受けるとしている点で共時的にこの解釈は支持できない。 
 本稿では結合価という観点から-ta を分析し、-ta の働きは一つに捉えられることを指摘
する。 
 
表 1．基本形が一項動詞の場合に現れる-ta の例 
例  出典 
poppe-ta-asin 
  (poppetasin) 
    汗      出る 
～が汗をかく 中川 1995:359、田村 1996:544、萱野
2002:412、服部 1964:19 
o-sum-ta-cik  
～の末端 油脂   滴る 
～の末端から油脂が垂れる 中川 1995:118 
o-sum-ta-pes 
～の末端 油脂   滴る 
～の末端から油脂が滴る 中川 1995:118 
 o-kem-ta-nayne 
～の末端 血    流れる 
～の末端から血が流れる 田村 1996:462 
 e-kem-ta-nayne 
～の上端 血    流れる 
～の上端から血が流れる 田村 1996:86 
pa-ta-parse 
  湯気   飛び散る 
～から湯気があがる 田村 1996:515 
 e-non-ta-carse 
～の上端 つば   飛び散る 
～の上端からつばが飛び散る 田村 1996:101 
e-non-ta-pus 
～の上端 つば   飛ぶ 
～の上端からつばが飛ぶ、よ
だれをたらす 
中川 1995:94、田村 1996:101、萱野
2002:149 
nupoppe-ta-rikan ～が汗をかく 知里 1975:20 
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  汗        湿る 
e-rat-ta-cik 
～の上端 粘液   したたる 
～の上端からよだれが滴る 知里 1975:265 
 
３．結合価からみた-ta の機能 
 -ta という要素を含む動詞の語構成を結合価の観点から考える。それにあたり、以下で
は動詞の結合価を一項動詞は+1、二項動詞は+2 という形で表示する。また、動詞に接合
する要素にも動詞の結合価を一つ増やすものには+1、動詞の結合価を一つ減らすものには-
1、動詞の結合価を増減させないものには 0 という表示をする。 
 基本形が二項動詞である maktaanu の場合、「mak 奥(-1)-ta(+1)-anu～を置く(+2)」の
ような構造になっていると考えられる。基本形 anu「～を置く」は二項動詞であり、
maktaanu という動詞全体で二項動詞であることから((1)参照)、mak-ta は動詞の結合価を
増減させない 0 である要素であることがわかる。そして、mak「奥」は名詞要素-1 である
ため、-ta は+1 の要素であることが判明する。これは田村(1996)で示されていた語構成ま
たは語源の推定にも合致する。 
 基本形が一項動詞である場合は、例えば poppetaasin「汗をかく」を例にとれば、
「poppe 汗(-1)-ta(+1)-asin 出る(+1)」のような構造になっていると考えられる。基本形
asin「出る」は一項動詞であり、poppetaasin という動詞全体で一項動詞であることから
((3)参照)、poppe-ta は動詞の結合価を増減させない 0 である要素であることがわかる。そ
して、poppe「汗」には二通りの可能性がある。概念形「汗」であれば-1、所属形「～の
汗」であれば 0 の要素である。poppe という語自体からはこれは判別できないが、同じ位
置に sum「油脂」や kem「血」といった明らかに概念形の名詞が出現することから poppe
も同様に概念形であり、-1 の要素であるとみなせる4。このことから-ta は+1 の要素である
ことが判明する。 
 また、基本形が一項動詞であり、語頭に接頭辞が接頭している enontapus「～の上端か
らつばが飛ぶ」のような語は「e～の上端(0)-non つば(-1)-ta(+1)-pus 飛ぶ(+1)」のような
構造になっていると考えられる。基本形 pus「飛ぶ」は一項動詞であり、enontapus とい
う動詞全体で一項動詞であることから((4)参照)、e-non-ta は動詞の結合価を増減させない
0 の要素であることがわかる。そして、non「つば」は名詞要素-1 である。enontapus の
ような構造は、poppetaasin と同様の構造に接頭辞 e-が接頭することにより派生したもの
と考えれば、-ta は接頭辞の接頭しない構造同様に+1 の要素であると考えられ、接頭辞 e-
は 0 の要素ということになる。先に述べたように知里(1975)は poppetasin の ta について
は「に於いて」とし、enontapus の ta については「こそ、強意辞」としており、この二
つは異なる要素として扱っているように読み取れるが、本稿ではこれらは同じ+1 の要素と
                                                   
4poppe は概念形と所属形が同じ形であるが、 sum と kem は概念形と所属形の形が異なっており、sum や
kem は概念形である。所属形は sumi(hi)、kemi(hi)という形である。 
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して分析できることを主張する。 
基本形が二項動詞の場合も一項動詞の場合も、語中に現れる-ta は+1 の要素として機能
している。名詞を受けるという点では格助詞の ta との関連性が推測されるが、この点に関
してはより詳細な分析が必要である。 
 
４．動詞の結合価を一つ増やす接頭辞と-ta 
 アイヌ語には動詞に接頭するとその動詞の結合価を一つ増やす接頭辞がある。 
 
  e-   ～について／ ～でもって／ ～(場所)で 
    ko-  ～に対して／ ～とともに 
  o-   ～(場所)に／ ～(場所)へ 
 
例えば、ran「下りる」という一項動詞に o-「～（場所）に」という接頭辞が接頭すると、
oran「～（場所）に下りる」という意味の二項動詞になる。また、ranke「～を降ろす」と
いう二項動詞に接頭すると、oranke という形になり、「～（場所）に～を降ろす」という意
味の三項動詞になる。 
 -ta もこれらの接頭辞も動詞の結合価を一つ増やす+1 の要素であるという点では同じで
あり、動詞要素より前に出現するという点でも共通している。しかし、e-/ko-/o-が語頭に接
頭し得るのに対し、-ta が語頭にくる例は確認できない。その点で e-/ko-/o-とは異なるもの
であると言える。-ta が現れる場合、直前に名詞要素がくる例のみが確認されている。この
現象も格助詞の ta との関連性によるものである可能性がある。 
 
５．-ta とともに抱合される名詞の機能と意味的特徴 
-ta とともに名詞が動詞に抱合される場合、二つの構造が確認される。 
まず一つは「位置名詞-ta」が動詞に取り込まれる構造である。位置名詞は場所の意味役
割を持ち、これは付加語を抱合する構造と考えることができる(表 2)。 
 
表 2.「位置名詞-ta」が動詞に取り込まれる構造 
人称接辞 ＝ 位置名詞 － ta － 二項動詞 
  意味役割        動作主   場所 
  格           主格 
  文法機能        主語    付加語 
(例)           a   =   mak     –   ta  –    anu 
                        -1           -1          +1        +2 
                            私が     奥    ～に   ～を置く 
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そして、もう一つは「名詞概念形-ta」が一項動詞に取り込まれる構造である(表 3)。これ
にさらに接頭辞 e-/o-が接頭する場合もある。このときの一項動詞はいずれも対象を主語と
する非対格動詞である。つまり、この構造においては抱合される名詞と基本形の一項動詞は
主語と述語という関係にあると考えることができる。そして、-ta は+1 の要素であり、動詞
全体としては、もう一つ名詞をとることができる。例えば、poppetaasin「汗が出る」とい
う語の基本形 asin「出る」はこの語において対象を主語とする。この語では poppe「汗」が
主語に相当する。そして、もう一つの名詞的要素は意味役割としては場所として考えられる
が、poppetaasin は一項動詞なので、それは主格の人称接辞で表される((3)参照)。 
 
表 3. 「名詞概念形-ta」が一項動詞に取り込まれる構造 
            人称接辞 ＝ 名詞概念形 － ta － 一項動詞 
  意味役割        場所    対象 
  格           主格 
  文法機能       付加語    主語 
(例)           ku  =  poppe      –   ta  –    asin 
                        -1           -1            +1        +1 
            私が    汗      ～に   出る 
 
 一項動詞の主語が動詞の中に取り込まれる現象はこれまでも指摘がある。田村(1973)は
所属形名詞が主語、後部要素の自動詞(本稿で言う一項動詞)が述語という関係で結びつい
た合成動詞があり、この動詞では所属形名詞の統合すべき相手が、できた合成自動詞の主
語となると述べている(p.113)。田村(1973)で挙げられている例の一つ keweri「丈が高い」
を例として取り上げると、kewe は「～の骨、体」という所属形の名詞であり、これが一
項動詞 ri「高い」と結びつき、keweri という一つの動詞になる。この kewe は ri と主語
と述語という関係で結びついており、kewe の所有者が keweri という合成動詞の主語とな
るわけである。 
 本稿で扱う動詞は田村(1973)で述べられている動詞同様に、抱合される名詞は主語であ
るが、この名詞は所属形ではなく、概念形である点が異なっている。これは一項動詞に直
接名詞が抱合されるわけではなく、-ta という+1 の要素と共に抱合されるため、二項動詞
に名詞が抱合されるのと同様の構造になっているためと考えられる。 
 基本形が一項動詞である場合に-ta の前に位置する名詞として確認されるのは、poppe
「汗」、sum「油脂」、kem「血」、pa「湯気」、non「つば」、nupoppe「汗」である。このう
ち、poppe「汗」、sum「油脂」、kem「血」、non「つば」、nupoppe「汗」は人間や動物の分
泌物であるという共通性がある。また、それ以外の pa「湯気」も、「名詞-ta」が一項動詞に
取り込まれる構造全体の主語(主格で表示されるもの)である物体から生じるものである。例
えば、pa「湯気」は次の(5)のように、pataparse「湯気があがる」の主語である aep「食べ
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物」から出ているものである。 
 
(5) aep pataparse  kor  an wa 
  食べ物 湯気があがる ながら ある ～して 
   食べ物から湯気が出ていて 
                                 [田村 1988:56] 
 
このように分泌物以外の名詞も「名詞-ta」が一項動詞に取り込まれる構造全体の主語とな
る物体から生じるものということを考えれば分泌物に近い性質のものとして捉えることが
出来る。つまり、-ta の前に現れる名詞は、全体の主語となる名詞から生じる分泌物ある
いはそれに近いものといえる。 
 中川(2001)は「名詞の所属形＋自動詞」の例を挙げ、「自動詞に主語が抱合する場合、そ
の主語は何かの一部を成しているという意味的な条件が必要だということになる」とし
(p.15)、こういった「主語＋自動詞型の合成(抱合)における所属形という制約」が日本語に
も見られるとしている(p.15)。影山(1993)は「自動詞の主語で N-V 複合語に現れるのは非対
格動詞の場合だけである」(p.196)としており、それに触れた上で、影山(1993)からの例であ
る「波立つ、泡立つ、色あせる、色づく、苔むす、息詰まる、目覚める、色気づく」を挙げ、
これらは「海が波立つ」、「石鹸が泡立つ」、「着物が色あせる」のようにさらに主語を取るこ
とができ、「海の波」「石鹸の泡」「着物の色」のように後者が前者の部分をなすとしている
(p.15)。 
 -ta とともに抱合される名詞は基本形の一項動詞の主語であり、「名詞-ta」が一項動詞に
取り込まれる構造全体の主語から生じる分泌物(あるいはそれに近いもの)である。一項動
詞に直接名詞が抱合されるわけではなく、-ta という+1 の要素と共に抱合されるため、二
項動詞と同様の構造となるが、基本形の一項動詞とそれに抱合される名詞の関係は、中川
(2001)のいう「自動詞に主語が抱合する場合、その主語は何かの一部を成しているという
意味的な条件」は満たしていると言える。-ta とともに名詞が抱合される場合、基本形の
一項動詞は非対格動詞であるという点も、一項動詞に主語が抱合する場合の条件として先
行研究で指摘されている点と合致する。 
ただし、-ta が含まれる名詞抱合は、概念形の抱合であり、構造的に二項動詞の名詞抱
合のパターンをとる点で「名詞の所属形＋自動詞」のパターンとは異なる点が注意され
る。 
 
６．まとめ 
本稿では結合価の観点から-ta を分析し、-ta は動詞の結合価を一つ増やす機能を持つこ
とを指摘した。そして、-ta とともに名詞が動詞に抱合される場合、構造的には付加語を
抱合する構造と、主語を抱合する構造の二種類があることを指摘した。 
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